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研究成果の概要（和文）：  

低体温療法時の臓器障害の軽減法の開発を目的に、低体温療法中に投与したデキサ

メサゾン(DX)の肺酸素化能に及ぼす影響を検討した .その結果、歴史的常温管理群と

低体温管理群において、DX5mg の７日間の投与の有無によって、低体温管理群で

復温時の肺障害が軽減され、その改善作用に DX の好中球機能、とくに貪食能の抑

制が関与している可能性が示唆された。  
 
研究成果の概要（英文）：  
We have found a tendency of lowering pulmonary involvements in patients 
undergoing hypothermia treated with daily dexamethasone (DX) administration of 
5 mg for 7 days as compared to those in historical controls undergoing 
normothermia without DX treatment. This DX effect may be mediated through 
neutrophil depressions, which was revealed by experiments of evaluating the effects 
of DX on human neutrophils in vitro and in vivo.  
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１．研究開始当初の背景 
2006 年、国際蘇生連絡協議会（ILCOR）

によって、低体温療法が、自己心拍再開後
脳症に対する標準治療として推奨され、現
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在広く行われている。しかし、低体温療法
中の合併症として急性肺障害が問題となる
場合がある。このような低体温療法中に発
生する、急性肺障害などの臓器障害が同療
法の神経学的予後改善効果に影響を与える
可能性を、我々は指摘してきた。さらに、
我々は、低体温療法の成績を後ろ向きに検
討し、ステロイド投与によって、低体温中
に発生する急性肺障害が軽減すること、さ
らにその合併症に好中球が関与している可
能性を指摘した。 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景から、今回、心停止後脳症を含
む各種脳損傷例における、低体温療法時の
臓器障害における好中球の役割について前
向きに検討し、その臓器障害がステロイド
によって軽減できるか否かについて検討す
る。この研究により、より安全な低体温療
法の施行が可能となり、合併症の克服によ
り真の意味の低体温療法の効果が引き出せ
ると考える。 
 
 
３．研究の方法 
１）重症脳損傷例を対象に、低体温療法中
の急性肺障害を始めとする臓器障害に対し、
ステロイド投与が有効か否かについて検討
する。２）低体温療法時の合併症発現の機
序解明のため、脳損傷患者から低体温療法
の各時期（低体温期、復温期、復温後）に
採取した好中球の各機能（殺菌能および貪
食能）を測定する。３）温度による好中球
機能への影響を検討する目的で、脳損傷例
および健康成人から好中球を採取し、in 
vitro での各培養温度（30, 33, 35, 37℃）
での好中球機能の変化を検討する。４）各
培養温度における好中球機能に対するステ
ロイド添加の効果を検討する。 
 
４．研究成果 

研究１：脳損傷における低体温療法時の臓

器障害とデキサメサゾン(DX)の効果：重症

脳損傷患者で、常温群（歴史的対照：16 例）

と低体温群（10 例）で、DX5mg/day を 7

日間、療法中投与すると、低体温群で復温

時の肺障害が軽減される傾向を認めた。 

 

 

 

研究２：低体温療法時の合併症発現におけ

る好中球の役割：低体温療法を施行した脳

損傷例 4 例から採取した好中球の機能（殺

菌能および貪食能）を測定した結果、常温

群（1 例）では両機能は変化なく、低体温

群（２例）で、低体温期には貪食能が低下

したが、復温時に逆に亢進し、酸素化能の

低下と一致していた。一方、DX を低体温

療法中投与した１例で、復温時の貪食能の

亢進はなく酸素化能も維持された。 

 
 

研究３：健康成人 8 名、計 14 回の採血後



 

 

好中球を採取し、 in vitro での好中球機能

（殺菌能および貪食能）を各培養温度で検

討した。結果：殺菌能（%）は、30, 33, 35, 

37℃で 96±1.9, から 96±2.1 と殆ど変化

しなかったのに対し、貪食能（%）は、そ

れぞれ、61±7.3, 65±6.9, 71±7.5, 73±

6.4, 73±6.7 と培養温度依存性に変化した。

今回判明した好中球における温度による機

能差出現の機序解明が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究４：健康成人（８名）から好中球を採

取し、30℃、33℃、35℃、37℃の各培養温

度帯で、DX を添加（0, 0.5, 1, 2mg）し、

その際の好中球機能を検討した結果、37℃

で DX 1 と 2mg 添加時に貪食能が約 40%

抑制された。この結果から、研究２で明ら

かとなった低体温群の復温時の貪食能の亢

進に対し効果ある可能性が示唆される。現

在、その他の培養温度で検討を計画してい

る。 
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